
本
の
経
済
成
長
に
貢
献
す
る〝
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
〞を
育
て
る
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
日
本
の
民
間
企
業
の
人

材
育
成
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た「
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
企
業
側
の
要
望
に
よ

り
柔
軟
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、応

募
者
の
年
齢
の
上
限
を
満
40
歳
か
ら
満
69

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
定
。
短
期

派
遣
も
可
能
に
す
る
な
ど
の
制
度
変
更
を

行
っ
た
。

　
こ
の
制
度
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
１
２
年

度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
も
の
。長

引
く
デ
フ
レ
や
景
気
低
迷
、新
興
国
で
の
市

場
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、日
本
国
内
で
は

海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
検
討
す
る
企
業

が
増
加
し
て
い
る
。そ
こ
で
急
が
れ
る
の
が

そ
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
。し
か

し
、資
金
や
人
材
に
限
り
の
あ
る
中
小
企
業

に
と
っ
て
、社
内
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。日
本
企
業
の
海
外
展

開
に
向
け
て
、若
手
社
員
や
管
理
職
な
ど
を

青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
開
発
途
上
国
に
派
遣
す
る
こ
と

で
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
へ
の
貢
献
を
目

指
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
退
職
せ
ず
に
参
加
で
き
る

「
現
職
参
加
制
度
」が
あ
っ
た
も
の
の
、派
遣

国
や
派
遣
期
間
な
ど
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、必
ず
し
も
企
業
側
の
ニ

ー
ズ
と
は
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
。こ
の
よ
う

な
背
景
を
受
け
て
新
設
さ
れ
た「
民
間
連

携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」で
は
、派
遣
期
間
が

１
〜
２
年
の
間
で
調
整
可
能
。さ
ら
に
企
業

日
日本企業の
海外展開を助ける
グローバル人材を育成

イベント

ODA政策

側
の
要
望
を
踏
ま
え
た
上
で
、派
遣
国
や
活

動
内
容
、職
種
な
ど
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き

る
よ
う
に
し
た
点
が
特
徴
だ
。そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
に
対
す
る〝
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
派
遣
〞を

可
能
に
し
た
こ
と
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
の
場
と
し
て
活
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
中
小
企
業
の
場
合
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
社
員（
満
60
歳
ま

で
）の
基
本
給
や
賞
与
、社
会
保
険
料
、退

職
給
与
引
当
金
な
ど
の
大
半
が
補
て
ん
さ

れ
る
ほ
か
、従
来
と
同
様
、参
加
社
員
に
対

し
て
は
、現
地
で
の
生
活
費
や
往
復
渡
航
費

が
支
給
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、草
の
根
レ
ベ

ル
に
入
り
込
み
、現
地
の
人
々
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。し
か
し
、途
上
国
は
日
本
の
よ
う
に

生
活
や
職
場
の
環
境
が
必
ず
し
も
整
備
さ

知
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
地
域
と

し
て
注
目
が
高
ま
る
ア
フ
リ
カ
。豊

富
な
天
然
資
源
や
人
材
を
求
め
て
、
海
外
か

ら
の
投
資
や
経
済
活
動
が
活
発
化
し
、
近
年

飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
日
本
か
ら
は
地
理
的
に
も
遠
く
、

い
ま
だ
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
身
近
な
地
域

と
は
言
え
な
い
。

　
そ
ん
な
ア
フ
リ
カ
の
姿
を
〝
日
本
と
の
幅

広
い
か
か
わ
り
〞
を
通
じ
て
日
本
国
民
に
伝

え
た
い
―
。外
務
省
は
ア
フ
リ
カ
で
活
動
す

る
日
本
人
が
撮
影
し
た
写
真
を
集
め
た
『
ア

フ
リ
カ
写
真
展
「
成
長
す
る
ア
フ
リ
カ
と
日

本
」』を
昨
年
秋
か
ら
開
催
し
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
で
国
際
協
力
に
携
わ
る
日
本

人
、
日
本
の
団
体（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、
援
助
機

関
な
ど
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
を
展
示
。

昨
年
10
月
に
東
京
の
日
比
谷
公
園
で
開
催

さ
れ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
１
２
」を
皮
切
り
に
、
名
古
屋
の「
ワ
ー

ル
ド
・
コ
ラ
ボ
・
フ
ェ
ス
タ
」、「
沖
縄
国
際

協
力
・
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
で
、
巡

回
展
示
を
実
施
し

て
き
た
。

　
今
後
は
２
月
に

大
阪
で
開
催
さ
れ

る
「
ワ
ン
・
ワ
ー
ル

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」、６
月
の「
第
５

回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
T
I
C
A

D
V
）」で
も
展
示

が
予
定
さ
れ
て
い

る
。 未

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
常
識
が

通
用
し
な
い
中
で
、そ
の
土
地
の
言
葉
を
話

し
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
う
し
た
活

動
を
経
て
現
地
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
な

が
ら
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
加
え
、創
意
工

夫
力
、企
画
力
、精
神
力
、忍
耐
力
、語
学

力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
っ
て
い

く
。

　
ま
た
、日
本
企
業
か
ら
の
参
加
者
が
増
え

れ
ば
、途
上
国
に
対
し
て
よ
り
効
果
的
な
支

援
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、現
地
の
事
情

に
通
じ
た
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。今
回
の
制
度
改
善
で「
民
間
連
携
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」へ
の
関
心
が
高
ま
り
、よ
り

多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

国際会議
「民間連携ボランティア制度」

「アフリカ写真展」

“成長するアフリカ”を感じる

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

2
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
る

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」。現
在
、そ
の
後
に
続
く「
ポ
ス
ト
２
０

１
５
年
開
発
目
標（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の
策

定
に
向
け
て
議
論
が
進
行
中
だ
。

　
２
０
１
２
年
12
月
13
、14
日
に
は
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
バ
リ
で「
ポ
ス
ト
２
０
１
５
年
開
発

目
標
に
関
す
る
ア
ジ
ア
地
域
会
合
及
び
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
開

催
さ
れ
た
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
、２
０
１
５

年
ま
で
に
達
成
が
難
し
い
項
目
も
多
い
。今

後
の
人
口
増
加
な
ど
も
踏
ま
え
て
、新
た
な

目
標
を
考
え
る
上
で
若
者
を
含
め
た
よ
り

幅
広
い
層
を
巻
き
込
む
重
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領

も
、「
よ
り
包
括
的
で
多
面
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　
こ
の
会
合
に
出
席
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
渡
邉

正
人
理
事
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」の
意

義
な
ど
、日
本
が
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て

現地の人 と々共に活動し、コミュニケーション能力などを磨くJICAボラン
ティアの経験は、グローバル人材の育成につながる
（撮影：［上］今村健志朗、［下］菅原アラセ）

「ポストMDGs」

新たな開発目標の策定に向けて
世界が始動！

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

手
掛
け
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
も
紹
介
し
た
。政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
ほ
か
、途
上
国
間
の
南
南
協
力
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、１
月
７
〜
９
日
に
は
韓
国
・
ソ
ウ

ル
で
若
者
と
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
会
合
も

開
催
さ
れ
た
。国
連
も
一
般
向
け
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、現
場
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
優
先
課
題
を
吸
い
上
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。さ
ら
に
多
様

化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、ポ
ス
ト

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
策
定
に
向
け
て
国
際
社
会
か
ら

幅
広
く
意
見
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
国
連
の
潘
基
文
事
務
総
長
の
諮
問
グ
ル

ー
プ「
ポ
ス
ト
２
０
１
５
年
開
発
目
標
に
関

す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
」は
、５
月
末
に
そ
の

議
論
を
集
約
し
た
報
告
書
を
発
表
予
定
。

日
本
も
他
の
国
際
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
考
え
だ
。

「MY World プロジェクト」

ポストMDGsの策定に向けて、一般市民から
の声を募集中。集まった意見は国連での検討
プロセスにも活用される。興味のある方は、
www.myworld2015.org/に今すぐアクセス！

成長するアフリカ賞

［個人］ 寺平依子さん

［団体］ ＮＰＯ法人ハーベストタイム

元気なアフリカ賞

［個人］ 中村公隆さん

［団体］ 公益財団法人日本財団

アフリカ絆賞

［個人］ 樋野芳樹さん

［団体］ 認定ＮＰＯ法人難民を助ける会

民間連携ボランティア制度

募集時期：随時

選　　考：社内選考を経て、JICAで書類選考、面
接、語学力審査を実施。派遣国、要請内容、職
種、派遣機関などは、企業のニーズを踏まえて決定

派遣期間：長期は原則１～2年、短期は原則3～
10カ月程度（1年未満）

派遣前訓練・研修：参加必須

家族随伴：40歳以上（シニア海外ボランティア）で
1年以上の長期派遣の場合は可

所属先補てん：中小企業については適用可

問：JICA青年海外協力隊事務局 参加促進・進路
支援課（jvpc@jica.go.jp）

成長するアフリカ賞

「学びの意欲」 寺平依子さん

元気なアフリカ賞

「日本の技術でこんなに穫ったぞ―！」 中村公隆さん

アフリカ絆賞

「STOP AIDS！」 認定NPO法人難民を助ける会

12月にバリで開催された会合。ポストMDGsの策定に向けて、
アジア諸国で情報共有を図った
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